
　

現
在
開
催
中
の
特
別
展
「
屋
根
裏
部
屋
の
博
物
館
」
の
解
説

書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
屋
根
裏
部
屋
の
博
物
館
と
は
、
渋
沢
敬

三
が
創
設
し
た
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
こ
と
。
ア
チ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
民
博
の
収
蔵
資
料
の
母

体
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
本
特
別
展
は
、
い
わ
ば
民
博
の
ご
先

祖
の
ひ
と
り
、
渋
沢
敬
三
の
生
涯
を
た
ど
り
、
ア
チ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
歴
史
を
そ
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
と
も

に
展
観
す
る
も
の
で
す
。

　

全
2
1
6
ペ
ー
ジ
の
本
書
は
、
特
別
展
の
コ
ー
ナ
ー
ご
と
の

解
説
を
軸
に
、
渋
沢
敬
三
と
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
に
ま
つ

わ
る
コ
ラ
ム
を
は
さ
ん
だ
構
成
で
読
み
応
え
充
分
。
巻
末
に
は

渋
沢
敬
三
の
年
譜
と
展
示
資
料
の
出
品
目
録
の
ほ
か
、
参
考
文

献
も
付
い
て
い
ま
す
。
民
博
フ
ァ
ン
必
読
の
一
冊
で
す
。

特
別
展

「
渋
沢
敬
三
記
念
事
業　

屋
根
裏
部
屋
の
博
物
館
―A

ttic M
useum

」

日
本
銀
行
総
裁
、
大
蔵
大
臣
を
歴
任
し
た
渋
沢
敬

三
は
ま
た
、
邸
内
に
私
設
博
物
館
兼
研
究
所
を
設

立
し
た
民
俗
学
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

渋
沢
敬
三
の
経
歴
と
民
俗
学
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　

12
月
3
日
（
火
）
ま
で

会
場　

特
別
展
示
館

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
渋
沢
敬
三
を
語
る
―
偉
大
な
る
学
問
の
庇ひ

ご護
者し
ゃ

」

　

井
上
潤
（
渋
沢
史
料
館 

館
長
）

　

内
田
幸
彦
（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

 

主
任
学
芸
員
）

　

武
田
晴
人
（
東
京
大
学
大
学
院 

教
授
）

　

宮
本
瑞
夫
（
宮
本
記
念
財
団 

理
事
長
）

　

久
保
正
敏
（
本
館 

教
授
）

日
時　

10
月
13
日
（
日
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
13
時
開
場
）

会
場　

講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
先
着
順
、
参
加
無
料

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

―
集
ま
れ
！ 

何
で
も
収
集
家
！
」

本
特
別
展
示
を
通
し
て
、
個
人
の
分
類
や
収
集
方

法
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
ま
す
。
な
ん
で
も
収
集
家

大
募
集
！　

両
日
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館 

講
堂

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
（
13
時
開
場
）

定
員　
4
5
0
名
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　
無
料
（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（平日9時～17時）　FAX 06-6878-3716
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

電話  06-6876-3112
FAX  06-6876-0875
e-mail shop@senri-f.or.jp
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ
「World Wide Bazaar」

http://www.senri-f.or.jp/shop/

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

友の会

国立民族学博物館
ミュージアム・ 
ショップ

日
時　

10
月
27
日
（
日
）
13
時
〜
16
時

　
　
　

11
月
17
日
（
日
）
13
時
〜
16
時
30
分

会
場　

本
館
展
示
場
【
ナ
ビ
ひ
ろ
ば
】（
定
員
15
名
）

応
募
締
切　

10
月
14
日
（
月
・
祝
）

※
要
事
前
申
込
、
参
加
無
料

企
画
展

「
武
器
を
ア
ー
ト
に

―
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
お
け
る
平
和
構
築
」

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
、
内
戦
終
結
後
に
回
収
し
た
武

器
で
ア
ー
ト
の
作
品
を
作
り
だ
す
と
い
う
事
業
が
進

ん
で
い
ま
す
。
ア
ー
ト
を
通
じ
て
平
和
を
築
く
営
み

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

会
期　

11
月
5
日
（
火
）
ま
で

会
場　

企
画
展
示
場
Ｂ

企
画
展

「
台
湾
平へ

い
ほ埔

族
の
歴
史
と
文
化
」

平
埔
族
の
人
び
と
が
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

再
構
築
す
る
よ
う
す
を
紹
介
し
ま
す
。
国
立
台
湾

歴
史
博
物
館
と
の
国
際
連
携
展
示
で
す
。

会
期　

11
月
26
日
（
火
）
ま
で

会
場　

企
画
展
示
場
Ａ

み
ん
ぱ
く
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ

「
人
生
、
ブ
ラ
ボ
ー
！
」

人
工
授
精
に
よ
る
新
し
い
人
間
関
係
の
発
見
を
描
い

た
映
画
を
通
し
て
、
新
し
い
家
族
の
在
り
方
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
（
日
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
13
時
開
場
）

会
場　

講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
先
着
順
、
参
加
無
料

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

「
世
界
の
ニ
ッ
ポ
ン
、み
ん
ぱ
く
の
ニ
ッ
ポ
ン

―
夏
〜
秋
の
み
ん
ぱ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3
」

◆
研
究
公
演

「
雄お

勝が
つ

法ほ
う

印い
ん

神
楽
み
ん
ぱ
く
公
演
」

豊
か
な
三
陸
沿
岸
の
文
化
を
代
表
す
る
雄
勝
法
印
神

楽
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
東
日
本
大
震
災
と
東
北
地
方

へ
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
（
土
・
祝
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
（
13
時
開
場
）

み
ん
ぱ
く
は
、屋
根
裏
部
屋
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

―
特
別
展
の
解
説
書

●
展
示
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

展
示
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め
、
朝
鮮
半
島
の

文
化
・
中
国
地
域
の
文
化
・
日
本
の
文
化
（
沖
縄
の

文
化
）・
企
画
展
示
場
Ｂ
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

期
間　

11
月
7
日
（
木
）
〜

　
　
　

2
0
1
4
年
3
月
19
日
（
水
）

●
展
示
場
一
部
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

本
館
2
階
展
示
場
の
空
調
設
備
更
新
の
た
め
、
左

記
の
期
間
、
展
示
場
の
一
部
閉
鎖
を
行
い
ま
す
。
そ

の
間
は
観
覧
無
料
と
な
り
ま
す
（
た
だ
し
自
然
文

化
園
（
有
料
区
域
）
を
通
行
さ
れ
る
場
合
は
、
入
園

料
が
必
要
で
す
）。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

1
．
12
月
5
日（
木
）〜
2
0
1
4
年
1
月
22
日（
水
）

音
楽
の
一
部
、
言
語
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ

ア
、
中
央
・
北
ア
ジ
ア
、
ア
イ
ヌ
の
文
化
、
日

本
の
文
化
、
ナ
ビ
ひ
ろ
ば
、
休
憩
所
が
閉
鎖
さ

れ
ま
す
。

2
．
2
0
1
4
年
1
月
23
日（
木
）〜
2
月
19
日（
水
）

オ
セ
ア
ニ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ

カ
、
西
ア
ジ
ア
、
音
楽
の
一
部
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

※
お
詫
び
と
訂
正

9
月
号
12
ペ
ー
ジ
、
11
月
3
日
開
催
の
研
究
公
演
「
共
振

す
る
大
地
の
リ
ズ
ム
」
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂
正
前
：（
先
着
4
5
0
名
）　
訂
正
後
：（
定
員
4
5
0
名
）

友
の
会
講
演
会
（
大
阪
）

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館　
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

96
名
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

第
4
2
5
回　

11
月
2
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

く
す
り
の
民
族
学

講
師　
小
山
修
三
（
千
里
文
化
財
団 

理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
国
立
民
族
学
博
物
館 

名
誉
教
授
）

現
在
の
日
本
は
医
学
が
発
達
し
、
長
生
き
で
健
康
的
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
西
洋
医
学
の
お
か
げ
で
す
が
、

一
方
で
高
額
な
医
療
費
、
効
き
目
の
強
い
薬
が
用
い
ら
れ
る
な
ど

の
弊
害
も
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
日
本
に
限
ら
ず
世

界
各
地
の
土
着
的
な
医
療
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
で

は
い
ま
も
伝
統
的
な
売
薬
や
民
間
薬
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
人
の
薬
の
使
用
の
歴
史
を
考
え
な
が
ら
、
薬
草
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

東
京
講
演
会

会
場　
モ
ン
ベ
ル
品
川
店
２
Ｆ
サ
ロ
ン

定
員　

60
名
（
要
事
前
申
込
）

第
1
0
7
回　

12
月
21
日
（
土
）
14
時
〜
15
時
30
分

【
ビ
デ
オ
テ
ー
ク
よ
り
】

婚
礼
に
映
し
だ
さ
れ
る
イ
ン
ド
の
い
ま

講
師　
三
尾
稔
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

第
83
回
民
族
学
研
修
の
旅

ベ
ト
ナ
ム
西
北
部　
少
数
民
族
の
世
界
へ

11
月
21
日
（
木
）
〜
29
日
（
金
）
9
日
間

訪
問
先
：
ベ
ト
ナ
ム
（
ハ
ノ
イ
、
マ
イ
チ
ャ
ウ
、
ソ
ン
ラ
ー
、
サ
パ
）

少
数
民
族
の
村
の
訪
問
や
市
場
め
ぐ
り
、
高
床
式
の
民
家
で
の
宿

泊
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
上
記
友
の
会
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

親
子
で
体
験

泥
っ
て
す
ご
い
！ 

お
も
し
ろ
い
！
│
す
ま
い
と
土
を
考
え
る

10
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館　
特
別
展
示
館
地
下
休
憩
所

土
壁
ぬ
り
を
体
験
す
る
ほ
か
、
ミ
ニ
か
ま
ど
作
り
な
ど
も
お
こ
な

い
ま
す
。
参
加
費
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
な
ど
の
詳
細
は
上
記
友
の

会
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

会
場　

講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

申
込
締
切　

10
月
31
日
（
木
）
必
着

※
要
事
前
申
込
、
参
加
無
料

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
シ
ベ
リ
ア
、
極
東

諸
民
族
の
文
化

―
収
集
、
保
存
、
展
示
方
法
の

検
討
」

日
時　

10
月
13
日
（
日
）
9
時
30
分
〜
17
時
30
分

　
　
　
　
　

14
日
（
月
・
祝
）
9
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

本
館
第
4
セ
ミ
ナ
ー
室

使
用
言
語　
ロ
シ
ア
語
、
日
本
語

　
　
　
　
　
（
日
露
の
同
時
通
訳
が
つ
き
ま
す
）

講
師　

佐
々
木
史
郎
（
本
館 

教
授
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

み
ん
ぱ
く
公
開
講
演
会

「
ミ
ャ
ン
マ
ー

―
刻
ん
だ
歴
史　
未
来
へ
の
ま
な
ざ
し
」

第
一
線
の
研
究
者
が
現
地
調
査
の
経
験
を
踏
ま
え
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
過
去
、
現
在
、
未
来
に
迫
り
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
（
金
）

　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時
40
分
（
17
時
30
分
開
場
）

会
場　

東
京
・
日
経
ホ
ー
ル
（
定
員
6
0
0
名
）

※
要
事
前
申
込
、
参
加
無
料

佐
々
木
高
明
先
生
追
悼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
文
化
の
し
く
み
―
そ
の
多
様
性
を
考
え
る
」

佐
々
木
高
明
の
学
説
の
概
要
を
紹
介
し
、
日
本
の
民

族
学
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う

に
受
容
、
批
判
さ
れ
、
学
問
的
に
展
開
さ
れ
て
き
た

か
を
検
討
し
ま
す
。

日
時　

11
月
9
日
（
土
）
13
時
〜
16
時
30
分

会
場　

講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
先
着
順
、
参
加
無
料

●
11
月
1
日
か
ら
7
日
は「
教
育
・
文
化
週
間
」で
す

教
育
・
文
化
週
間
は
教
育
や
文
化
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
、
充
実
・
新
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
け
ら
れ
、
今
年
で
55
回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
機

会
に
全
国
で
開
催
さ
れ
る
様
々
な
行
事
に
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

h
ttp

://w
w

w
.m

e
x

t.g
o

.jp
/a

_
m

e
n

u
/sh

o
u

g
ai/

kyo
iku-b

unka/

（
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

第
4
2
6
回　

11
月
16
日（
土
）

【
企
画
展
関
連
】

台
湾
平へ
い
埔ほ

族
の
歴
史
と
文
化

講
師　
野
林
厚
志（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

台
湾
に
お
い
て
、
早
く
か
ら
漢

族
の
影
響
を
強
く
受
け
、
慣
習
、

言
語
、
物
質
文
化
が
大
き
く
変

化
し
て
い
っ
た
平
埔
族
の
人
々
は
、

近
年
、
歴
史
史
料
や
博
物
館
資

料
を
手
が
か
り
に
自
分
た
ち
の

歴
史
を
見
つ
め
な
お
し
、
民
族

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
興
さ
せ

て
い
ま
す
。
今
回
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

で
は
平
埔
族
の
歴
史
と
文
化
を

紹
介
し
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
再
生

さ
れ
る
過
程
を
考
え
ま
す
。

第
4
2
5
回　

10
月
19
日（
土
）

【
企
画
展
関
連
】

心
の
武
装
解
除

―
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク「
武
器
を
ア
ー
ト
に
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
る

講
師　
𠮷
田
憲
司（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

ア
フ
リ
カ
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で

は
、
内
戦
終
結
後
も
大
量
の
武

器
が
民
間
に
残
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
武
器
を
農
具
や
自
転
車
と

交
換
し
て
回
収
し
、
武
装
解
除

を
は
か
る
と
と
も
に
、
回
収
し

た
武
器
を
素
材
に
ア
ー
ト
の
作

品
を
生
み
出
し
て
、
平
和
を

人
々
の
心
に
定
着
さ
せ
よ
う
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
銃
を
鍬
に
」
の
意
義
を

考
え
ま
す
。

『渋沢敬三記念事業
 屋根裏部屋の博物館  Attic Museum』
価格：2,762円（本体価格）＋税
友の会会員価格：2,486円（本体価格）＋税
編集発行：国立民族学博物館
デザイン：松尾エリ（popworks）、所雅子（きのこ）
制作：株式会社淡交社

機
を
織
る
ク
ヴ
ァ
ラ
ン
族
の
女
性

（
19
世
紀
末
頃
）

み
ん
ぱ
く
で
収
集
し
た
作
品
《
い
の
ち
の

輪
だ
ち
》
の
制
作
（
2
0
1
2
年
10
月
）

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ 電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）
みんぱくfacebookページ　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ 電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）
みんぱくフェイスブック　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

訃
報
　
大
給
近
達
名
誉
教
授

　
本
館
名
誉
教
授
の
大お

ぎ
ゅ
う
ち
か
さ
と

給
近
達
先
生
（
八
二
歳
）

が
八
月
二
九
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七
四

年
の
み
ん
ぱ
く
創
設
と
と
も
に
第
四
研
究
部
教

授
に
就
任
さ
れ
た
先
生
は
、
大
給
松
平
家
当
主

の
気
品
と
風
格
を
漂
わ
せ
つ
つ
、
情
報
シ
ス
テ
ム

整
備
の
推
進
役
と
し
て
、
ま
た
、
初
代
展
示
委

員
長
と
し
て
、
み
ん
ぱ
く
の
基
盤
完
成
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す

る
次
第
で
す
。
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